
業
3 3 - - - - -

8166  起業機会創出支援事業

事業実施により市内で創業した方
3

1 1 1 1 1 1 1
人

0 0 - - - - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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前期基本計画 平成２８年度 施策方針書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０２ 産学官連携や異業種連携による価値の創造

企業振興課長  木下昇三

イノベーションパークを拠点とした産学官連携や融合、共同研究、これからの研究成果を実践する場を提供することにより

、inove（イノベ）への質の高い技術の蓄積と次代を担う人材を育てるとともに、金融機関等との連携によるファンド創成

などの模索を進める必要があります。また、ＩＣＴを活用した付加価値の高い地域資源やサービスの提供により、企業の成

長や起業を支援し、若者の雇用機会を創出します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

セミナー、フォーラム等の交流事業の回数

1 12 25 35 54 70 -
回 0

20 - - - - 0.0

幸

福

身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じている人の割合

2 40.5 42 43.5 45 46 -
％ 39.5

40.4 - - - - 0.0

平成27年度
平成26年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

2631  経済振興連携事業

産学官連携による課題解決の実績（累計）
1

27 30 33 36 39 42 42
件

29 0 - - - - -

7508  産学官共同研究事業

共同研究数
2

3 3 3 3 3 3 3
事



策

産学官、企業

間などの

の

連携を強力に推進する

実

とともに、連携から生

現

まれる新たなビジネス

に

などの付加価値創出が

影

必要となっています。

響

　社会環境の変化に記

す

載のとおり、地域経済

る

の活性化と雇用創出は

社

地域の資源を最大限に

会

活用した付加価値の高

環

い産業創出

の取り組み

境

が重要となっています

変

。そのような中、滝沢

化

市には岩手県立大学が

(

立地しており、先進的

３

な研究成果と高度人材

)

という強みがあり、こ

 

れらを最大限に生かし

基

た取り組みを進めると

本

ともに、滝沢市の規模

施

と環境生かした実証実

策

験などを進

め、新たな

と

付加価値を作り上げて

の

いきます。また、これ

関

まで築いた企業や関係

連

機関とのネットワーク

性

を更に充実させるとと

３

もに、更なる連携を図

．

るためセミナーやフォ

施

ーラムを率先して開催

策

します。更には、他地

の

域との連携も進めるこ

実

とで滝沢市

に付加価値

現

を高めていきます。

(

に

２) 基本計画内の取

向

り組みと方針のうち、

け

平成28年度の重点課

て

題
　今まで継続してき

の

た共同研究、実証実験

取

を充実していくととも

り

に、inoveを中心

組

に、産学官連携、企業

み

間連携、異業種連

携の

を

きっかけとなるフォー

決

ラムやセミナー等を更

定

に充実していくととも

す

に、滝沢発の開発が進

る

むよう企業、大学等と

(

のコー

ディネートを充

１

実していきます。また

)

、企業や新たな技術な

 

どの情報収集などの他

施

の地域や関係機関等と

策

のネットワークの

更な

の

る構築を進めます。

(

達

３) 基本計画内方針

成

及び平成28年度重点

（

課題に基づく優先順位

実

の考え方
　産学官連携

現

、企業間連携、異業種

）

連携は滝沢発の開発を

に

目指すもので、そこか

向

ら生まれる地域経済の

け

活性化と雇用創出を

目

た

指すものです。その根

基

幹となる連携促進をし

本

っかりとするために、

計

inoveを連携、開

画

発の中心として定着さ

内

せ、人の交流

を促進し

の

ます。

取り組みと方針
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企業振興課長  木下昇三

　滝沢市の強みである大学の立地を最大限に生かし、大学との連携を促すため、企業

政

と大学の研究室とのマ

 

ッチングを実施

すると

 

ともに、inove立

 

地企業、市内企業の企

 

業間の連携を促進して

策

います。

　具体的には

:

、平成22年より産学

基

官連携事業を実施し、

本

研究機関と市内企業の

施

共同研究15件、市と

策

の共同研究6件につい

:

て

動機付けし、ネット

施

ショップを利用したブ

 

ランド訴求、スイカの

 

糖度計開発、スマート

 

フォンアプリによる滝

 

沢の魅力発見

など実施

策

しており、単に企業の

:

支援ということではな

施

く、地域活性化も図ら

策

れています。

　また、

担

企業との連携などを促

当

進するため、イノベー

職

ションフォーラムやア

・

グリＩＴ化研究会をは

氏

じめとするフォーラム

名

や

セミナーも開催して

２

おります。

　経済のグ

．

ローバル化、日本市場

施

の縮小により日本企業

策

の海外への設備投資が

の

続き、経済回復の兆し

実

が見える中にあっても

現

国内における組み立て

に

ラインの拠点化の動き

向

は継続的に鈍い状況と

け

なっております。この

て

ような中、従来型の誘

の

致の方法を

見直し、地

現

方から日本の産業を創

状

造する取り組みが必要

を

となっており、日本の

認

各地において、地域の

識

資源を最大限に活用し

す

た付加価値の高い産業

る

創出の取り組みが行わ

(

れております。また、

１

日本企業の海外への設

)

備投資が続く一方で、

 

日本拠点の

付加価値化

施

の動きもあり、これら

策

を見通した付加価値あ

目

る地域を創造すること

標

が重要となっておりま

の

す。更には、人材不足

進

が課題となっている中

捗

で、地方の人材を目的

状

とした企業の地方への

況

動きもあり、様々な角

分

度から人材育成を行っ

析

ていく必要

があります

(

。

　基本施策である「

２

企業集積と産学官連携

)

の推進」において、本

 

施策は産学官連携の計

施

画を示すものであり、



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)
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０２ 産学官連携や異業種連携による価値の創造

企業振興課長  木下昇三

2631  経済振興連携事業

505 533 △5.3 505 505 505 2,020

7508  産学官共同研究事業

4,100 0 皆増 4,100 4,100 4,100 16,400

8166  起業機会創出支援事業

80 80 0.0 80 80 80 320

14107  地域人材育成のための事業

4,582 0 皆増 4,500 4,500 4,500 18,082

14374  移住・定住・交流推進支援補助事業

1,850 0 皆増 0 0 0 1,850


